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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第２四半期累計期間
第48期

第２四半期累計期間
第47期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 5,708,352 4,679,478 11,751,362

経常利益 （千円） 450,902 58,232 825,593

四半期（当期）純利益 （千円） 269,371 20,017 478,896

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 2,144,134 2,144,134 2,144,134

発行済株式総数 （株） 7,767,800 7,767,800 7,767,800

純資産額 （千円） 10,699,160 10,829,753 10,841,973

総資産額 （千円） 17,543,476 17,130,848 17,935,439

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 34.72 2.58 61.73

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 7.50 7.50 15.00

自己資本比率 （％） 61.0 63.2 60.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 205,229 △155,464 855,473

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △146,465 △187,242 △399,825

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △408,213 191,825 △706,361

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,247,885 1,195,738 1,346,620

 

回次
第47期

第２四半期会計期間
第48期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 18.95 1.58

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、消費税引き上げ後に減速した個人消費の落ち込みが想定以上に長

引いておりましたが、反動減は徐々に一巡し、景気は緩やかながらも回復軌道に復帰しつつも、底堅い成長が続い

ております。

その一方で、当業界におきましては、新設住宅着工戸数（持家）が８ヶ月連続で前年を下回り、第２四半期累計

期間においては前年同四半期比21.6％減となるなど、先行きの不透明感がある中で、ますます厳しい市場環境と

なっております。

このような経営環境のもと、当社は積極的な営業活動を推進するとともに、引き続きリフォーム市場への展開を

強化して参りましたが、消費増税による長引く個人消費の低迷が続いており、主に新築物件への採用の多いＦ形瓦

を中心に販売が落ち込み、売上高につきましては、前年同四半期比18.0％減の4,679百万円となりました。

損益面につきましては、生産効率を向上させるため柔軟な生産調整を行いましたが、販売低迷に加えて、原油価

格の上昇・円安傾向によって燃料価格が想定以上に上昇し、物価高による各種コストの増加もあったことから、売

上原価率は、前年同四半期比3.8ポイント増の79.0％に上昇しました。

この結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高4,679百万円（前年同四半期比18.0％減）、営業利益62百万

円（前年同四半期比86.7％減）、経常利益58百万円（前年同四半期比87.1％減）、四半期純利益20百万円（前年同

四半期比92.6％減）の減収減益となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて150百

万円減少し、1,195百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、155百万円（前年同四半期は205百万円の獲得）となりました。

これは主に、増加要因としては、売上債権の減少額568百万円（前年同四半期は売上債権の増加額166百万円）等

によるものです。減少要因としては、仕入債務の減少額444百万円（前年同四半期比250百万円増）、法人税等の支

払額317百万円（前年同四半期比238百万円増）等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期累計期間に比べ40百万円増加し、187百万円となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出189百万円（前年同四半期比42百万円増）等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、191百万円（前年同四半期は408百万円の使用）となりました。

これは主に、増加要因としては、短期借入金の増加額400百万円によるものです。減少要因としては、長期借入

金の返済による支出150百万円（前年同四半期比200百万円減）等によるものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
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(4）研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、51百万円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）財務政策

当社の所要資金調達は大きく分けて設備投資資金・運転資金となっております。基本的には「営業活動による

キャッシュ・フロー」の増加を中心としながらも、多額の設備資金につきましては、その時点で最適な方法による

調達を原則としております。また、銀行借入金につきましては、阿久比工場用地を始め、担保に供していない資産

もあり、借入限度枠にも余裕があり、手元流動性預金・手形割引とあわせ、緊急な支払いにも対応可能な体制を整

えております。

余資の運用につきましては、長期借入金の返済を最優先としております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,767,800 7,767,800

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第二部

単元株式数

　 100株

計 7,767,800 7,767,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 7,767 － 2,144 － 2,967
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

鶴見　哲 愛知県刈谷市 1,551 19.96

有限会社トライ 愛知県刈谷市小垣江町新庄37番地 595 7.66

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 310 3.99

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 308 3.97

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２丁目10番17号 308 3.96

鶴見　綾子 愛知県刈谷市 221 2.85

鶴見　日出雄 愛知県刈谷市 132 1.69

岡崎信用金庫 愛知県岡崎市菅生町字元菅41番地 132 1.69

細井　芳美 愛知県岡崎市 132 1.69

鶴弥従業員持株会 愛知県半田市州の崎町２番地12 111 1.43

計 － 3,802 48.95

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 10,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,756,000 77,560 －

単元未満株式 普通株式 1,400 － －

発行済株式総数 7,767,800 － －

総株主の議決権 － 77,560 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,100株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権31個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社鶴弥
愛知県半田市州の崎町２

番地12
10,400 － 10,400 0.13

計 － 10,400 － 10,400 0.13

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,358,620 1,207,738

受取手形及び売掛金 2,223,938 1,544,361

商品及び製品 1,442,291 1,548,086

仕掛品 53,201 55,814

原材料及び貯蔵品 178,886 157,065

その他 181,949 153,576

貸倒引当金 △10,336 △7,312

流動資産合計 5,428,551 4,659,331

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,640,933 1,598,551

土地 9,195,043 9,195,043

建設仮勘定 222,780 259,346

その他（純額） 953,201 897,620

有形固定資産合計 12,011,958 11,950,561

無形固定資産 52,949 44,947

投資その他の資産   

投資有価証券 313,979 343,541

その他 129,712 134,178

貸倒引当金 △1,712 △1,712

投資その他の資産合計 441,979 476,007

固定資産合計 12,506,888 12,471,516

資産合計 17,935,439 17,130,848
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,904,767 776,116

電子記録債務 － 650,039

短期借入金 1,700,000 2,100,000

1年内返済予定の長期借入金 300,000 300,000

未払法人税等 329,361 15,664

賞与引当金 280,842 174,409

その他 630,979 465,864

流動負債合計 5,145,949 4,482,094

固定負債   

長期借入金 1,575,000 1,425,000

退職給付引当金 85,033 76,534

役員退職慰労引当金 217,246 236,139

その他 70,236 81,326

固定負債合計 1,947,516 1,819,000

負債合計 7,093,466 6,301,095

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,144,134 2,144,134

資本剰余金 2,967,191 2,967,191

利益剰余金 5,657,586 5,625,549

自己株式 △5,786 △5,786

株主資本合計 10,763,125 10,731,088

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 78,847 98,665

評価・換算差額等合計 78,847 98,665

純資産合計 10,841,973 10,829,753

負債純資産合計 17,935,439 17,130,848
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 5,708,352 4,679,478

売上原価 4,292,296 3,696,019

売上総利益 1,416,056 983,458

販売費及び一般管理費 ※ 949,077 ※ 921,241

営業利益 466,979 62,217

営業外収益   

受取利息 108 114

受取配当金 4,883 4,533

売電収入 953 7,656

その他 11,895 19,973

営業外収益合計 17,840 32,278

営業外費用   

支払利息 23,632 20,344

手形売却損 3,791 4,388

その他 6,492 11,529

営業外費用合計 33,917 36,262

経常利益 450,902 58,232

特別利益   

固定資産売却益 228 570

特別利益合計 228 570

税引前四半期純利益 451,131 58,803

法人税、住民税及び事業税 178,996 6,934

法人税等調整額 2,763 31,851

法人税等合計 181,760 38,785

四半期純利益 269,371 20,017
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 451,131 58,803

減価償却費 181,307 173,654

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 △3,024

賞与引当金の増減額（△は減少） 46,163 △106,433

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 3,371 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,994 992

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,507 18,893

受取利息及び受取配当金 △4,991 △4,648

支払利息 23,632 20,344

売上債権の増減額（△は増加） △166,610 568,303

たな卸資産の増減額（△は増加） 124,532 △86,586

仕入債務の増減額（△は減少） △193,559 △444,542

割引手形の増減額（△は減少） △189,974 70,136

その他 15,479 △85,172

小計 304,987 180,720

利息及び配当金の受取額 4,989 4,646

利息の支払額 △26,115 △23,624

法人税等の支払額 △78,632 △317,207

営業活動によるキャッシュ・フロー 205,229 △155,464

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △146,806 △189,058

その他 341 1,816

投資活動によるキャッシュ・フロー △146,465 △187,242

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） － 400,000

長期借入金の返済による支出 △350,000 △150,000

配当金の支払額 △58,213 △58,174

財務活動によるキャッシュ・フロー △408,213 191,825

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △349,449 △150,881

現金及び現金同等物の期首残高 1,597,334 1,346,620

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,247,885 ※ 1,195,738
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げた定めについて第１

四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間

定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務期間に近似

した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引

率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半期

累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しておりま

す。

この結果、当第２四半期累計期間の期首の退職給付引当金が9,491千円減少し、利益剰余金が6,125千円増加してお

ります。また、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益への影響は軽微であります。
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（四半期貸借対照表関係）

　　 受取手形割引高

 
前事業年度

（平成26年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成26年９月30日）

受取手形割引高 560,469千円 630,606千円

 

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日

　　至 平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

給料手当及び賞与 306,092千円 303,940千円

賞与引当金繰入額 81,329 53,343

役員賞与引当金繰入額 3,371 －

退職給付費用 9,794 8,281

役員退職慰労引当金繰入額 11,507 18,893

貸倒引当金繰入額 4 －

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 1,259,885千円 1,207,738千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △12,000 △12,000

現金及び現金同等物 1,247,885 1,195,738
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１.配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 58,180 7.5 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

 

２.基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後とな

るもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月16日

取締役会
普通株式 58,180 7.5 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１.配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日

定時株主総会
普通株式 58,180 7.5 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金

 

２.基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後とな

るもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月21日

取締役会
普通株式 58,180 7.5 平成26年９月30日 平成26年12月９日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自

　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

当社は、陶器瓦の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額 34円72銭 ２円58銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 269,371 20,017

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 269,371 20,017

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,757 7,757

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

平成26年10月21日開催の取締役会において、平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対

し、次のとおり当期中間配当を行うことを決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・58,180千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・・・・・・平成26年12月９日

 

EDINET提出書類

株式会社鶴弥(E01204)

四半期報告書

15/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   平成26年11月10日

株式会社　鶴弥    

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大中　康宏　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 淺井　明紀子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鶴弥の

平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第48期事業年度の第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鶴弥の平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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